
渇 

水

市
中
景
観
の
変
貌

祈
雨
日
記　

永
保
二
年
﹇
一
〇
八
二
﹈
七
月
十
日

炎
旱
に
依
て
、
蔵
人
を
神
泉
苑
に
遣
わ
し
、
三
箇
日
を
限
て
霊
池
を
払

う市
中
景
観
の
変
貌

為
房
卿
記　

寛
治
元
年
﹇
一
〇
八
七
﹈
七
月
十
七
日

今
日
よ
り
三
箇
日
を
限
り
、
蔵
人
朝
輔
を
差
し
遣
わ
し
て
、
神
泉
池
を

掃
わ
る
、
炎
旱
に
依
て
な
り

市
中
景
観
の
変
貌

中
右
記　

寛
治
八
年
﹇
一
〇
九
四
﹈
六
月
二
十
五
日

近
日
頗
る
炎
旱
な
り
、
仍
て
蔵
人
宗
佐
を
神
泉
苑
に
遣
わ
し
、
三
箇
日

池
を
払
わ
し
む

防 

災

火
の
用
心
仕
方

斉
庭
の
穂 
 
 
 
 
 

﹇
江
戸
時
代
﹈

第
一
火
矢
大
筒
ヲ
防
グ
ノ
建
方
ニ
テ
、
御
軍
用
ニ
至
極
ノ
弁
理

其
上
震
害
ニ
砕
ケ
ズ
盗
難
ヲ
除
キ
、
此
外
弁
理
一
々
数
ル
ニ
遑
ア
ラ
ズ

そ
の
他

大
火
と
飢
饉

吉
記　

治
承
五
年
﹇
一
一
八
一
﹈
四
月
五
日

死
骸
殆
ど
道
路
に
満
つ

大
火
と
飢
饉

百
練
抄　

養
和
二
年
﹇
一
一
八
二
﹈
一
月

近
日
、
嬰
児
道
路
に
棄
て
ら
れ
、
死
骸
街
衢
に
満
つ

大
火
と
飢
饉

落
書　

正
元
二
年
﹇
一
二
六
〇
﹈
正
月
十
七
日

年
始
凶
事
ア
リ
、
国
土
災
難
ア
リ
、
京
中
武
士
ア
リ
、
政
二
僻
事
ア
リ
、

朝
議
偏
頗
ア
リ
、
諸
国
饑
饉
ア
リ
、
天
子
二
言
ア
リ

大
坂
の
陣
前
後

冷
泉
町
記
録　

元
和
元
年
（
慶
長
廿
年
）﹇
一
六
一
五
﹈
五
月

覚一
、
今
度
御
陣
中
、
京
都
夜
番
之
儀
、
一
町
之
内
よ
り
家
主
十
人
づ
つ

罷
出
、
両
方
の
門
に
火
ヲ
た
き
、
宵
之
六
ツ
過
候
ハ
ヽ
、
く
ヽ
り
を
さ

し
一
切
人
之
出
入
在
間
敷
候
、
公
儀
御
用
之
使
を
ハ
い
つ
れ
の
所
に
成

共
、
落
付
申
所
江
其
町
よ
り
先
々
へ
送
届
申
事

一
、
火
事
以
下
出
来
候
者
、
其
町
曲
事
ニ
可
レ

被
ニ

仰
付
一

と
の
一
札
指

上
可
レ
申
事

一
、
銭
遣
事
、
只
今
、
如
ニ
御
法
度
一
取
や
り
可
レ
仕
事

右
之
旨
念
を
入
、
能
々
町
中
へ
相
ふ
れ
、
一
町

借
屋
共
二
致
二

連

判
一
指
上
申
候　
　
　
　

以
上

慶
長
廿
年
五
月　
　

日

米
価
高
騰
と
町
民
の
困
窮

事
々
録　

天
保
四
年
﹇
一
八
三
三
﹈

今
年
秋
米
み
の
ら
ず
、
予
は
京
師
在
勤
た
り
し
が
、
京
の
町
、
売
米
壱

石
価
百
四
十
匁
に
及
ぶ
、
故
に
其
身
不
足
な
き
者
も
粮
米
に
す
べ
き
を

其
町
々
役
よ
り
触
て
、
飯
櫃
を
改
め
歩
行
し
と
ぞ
故
に
白
飯
た
く
わ
ゆ

る
は
奢
侈
な
る
が
如
く
咎
め
た
り

米
価
高
騰
と
町
民
の
困
窮

雑
記
後
車
の
戒　

天
保
五
年
﹇
一
八
三
四
﹈

昨
年
来
米
価
高
直
な
る
ゆ
へ
、（
中
略
）
五
月
一
ヶ
月
に
乞
食
へ
落
下
り

し
者
六
千
八
百
人
余
也
と
ぞ
、（
中
略
）
こ
れ
よ
り
引
続
き
追
々
行
衛

知
れ
ざ
る
者
、
又
は
変
死
等
限
り
な
く
、
已
に
五
月
九
日
夜
よ
り
十
日

終
日
大
雨
な
り
し
に
、
三
条
の
橋
よ
り
わ
つ
か
の
間
に
十
五
六
人
も
投

身
せ
し
と
云
、
何
れ
も
飢
に
労
れ
永
く
苦
し
ま
ん
事
を
患
ひ
、
乞
食
に

成
る
事
を
恥
と
す
る
者
な
る
べ
し
、
こ
れ
ら
は
白
昼
に
て
往
来
の
人
の

眼
前
に
み
る
所
也
と
云
、
か
か
る
程
の
事
な
れ
ば
人
の
目
に
か
か
ら
ず

し
て
水
死
せ
し
者
も
さ
ぞ
多
き
事
な
ら
ん
、
憐
べ
き
事
也

天
保
七
、八
年
の
飢
饉

筆
ま
か
せ　

天
保
七
年
﹇
一
八
三
六
﹈

此
節
米
高
に
て
餓
死
す
る
者
多
し
、
町
人
又
は
乞
食
非
人
迄
も
京
大
坂

共
に
死
者
毎
日
何
人
と
言
事
不
レ

知
、
京
抔
に
て
は
、
町
々
を
、
子
供

ひ
だ
る
い
だ
る
い
と
言
て
泣
歩
行
、
捨
子
と
云
、
其
所
の
厄
介
と
成
故
、

少
々
づ
つ
銭
を
遺
し
だ
ま
し
て
其
所
を
追
出
す



安
政
・
文
久
の
物
価
上
昇

大
久
保
家
文
書　

万
延
一
年
﹇
一
八
六
〇
﹈
十
月

実
入
穂
無
数
故
、
粉
米
同
様
ニ
て
、
聊
宛
之
有
米
ニ
付
、
存
外
之
凶
作

ニ
御
座
候

社
倉
規
則

（
本
文
）
社
倉
規
則　

明
治
四
年
﹇
一
八
七
一
﹈
十
月

当
春
以
来
社
倉
基
本
ト
シ
テ
囲
籾
申
出
タ
ル
者
ア
リ
、
其
志
実
ニ
可
二

感
賞
一
事
ナ
レ
ハ
、
爰
ニ
古
今
備
荒
ノ
良
法
ヲ
採
択
シ
、
其
規
則
ヲ
建
、

普
ク
布
告
ニ
及
ブ

大
火
と
飢
饉

方
丈
記 

 
 
 
 
 

﹇
平
安
時
代
﹈

京
の
う
ち
、
一
条
よ
り
は
南
、
九
条
よ
り
北
、
京
極
よ
り
は
西
、
朱
雀

よ
り
は
東
の
、
路
の
ほ
と
り
な
る
頭
、
す
べ
て
四
万
二
千
三
百
余
り
な

ん
あ
り
け
る
、
い
は
む
や
、
そ
の
前
後
に
死
ぬ
る
も
の
多
く
、
ま
た
河

原
、
西
の
京
、
も
ろ
も
ろ
辺
地
な
ど
を
加
へ
て
い
は
ば
、
際
限
あ
る
べ

か
ら
ず




